





平成 1 2 年 7 月 2 5 日から 28 日までの 4 日間、標記研修が金沢大学において開催され東海・北陸











すために 2 1 世紀の学術研究がどうあるべきか、学術振興のための科学研究費補助金などの講義。
*人事行政上の諸問題
*人事実務上の課題






[2 日目講義・先輩の講和] 2 日日以降は金沢大学で作成した研修テキストが資料
*情報通信技術の現状と展望















*コース 1 、 VLSI 設計入門 (本堂、辻 2 名受講〉
VDEC(礼SI Design and Education Center)を利用した VLSI(VeryLarge Scale Integration) 
チップの設計実習。内容は HDL(Hardware Description Language;ノ\ードウェア記述言語)を用い
て加算器、タイマ一、 CPU の設計を行い、それらの制御回路、論理合成、配置配線を行う実習。
つぎに、できあがった回路を実際に FPGA(FieldProgrammable Gate array) へ書き込み動作確
認を行う実習。
*コース 2 、やさしいフィードパック制御系設計 (林、山田 2 名受講〉
フィードパック制御系設計の基礎について学習し、制御系設計ソフト MATLAB と SIMULINK、
ディジタル制御装置 dSPACE を使用して磁気浮上システムを用いた制御実験の実習。
*コース 3 、 DSP によるディジタル信号処理入門 (本大学受講者なし〉






* 2 1 世紀の科学技術と技術職員の役割について








表 1. 平成 1 2年度東海・北陸地区国立学校等
技術専門職員研修〈電気電子コース日程〉
7 月 27 日(木)
会場:金沢大学工学部秀峯会館・工学部







































































f人事実務上の錬題J 114:30- 続続 (90 分) I 助手東剛人
文節省大臣官房人事操審査班 I r ダイヤモンド薄膜合成
審査第二係長松田典明|と貯デバイス J I 図亙
休憩 (1 5 分) |金沢大学工学部教綬













































第 3 日目の分科会コース別研修は 3 コースあり、私は第 2 分科会コースの「やさしいフィードパ
ック制御系設計J に参加した.実験・実習は、電気電子システム工学科実習室( 3 F) に移動して行

























平成12年 7 月 28 日
文部 ￡:百 」
